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ウェビナー　各種ご連絡

１. ご質問がある場合は、 ”Q＆A”からご入力ください。

２. 本日の資料はこの後 ”チャット”でURLを共有します。アクセスできない場合は、
　　”Q&A”よりお名前とメールアドレスをご連絡ください。
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技術統括 テクニカルサポート部
シニアテクニカルサポートエンジニア

長島 謙吾 / Kengo NAGASHIMA

国内 IT システム運用ベンダーにて、インフラ構築、システム

監視、トラブルシューティング、運用設計コンサル業務を担

当。障害検出、通知、復旧から改修までを管理するアプリ

ケーションの開発、運用の経験を経て現職。

3



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved

Safe Harbor
This presentation and the information herein (including any information that may be incorporated by reference) is provided for 
informational purposes only and should not be construed as an offer, commitment, promise or obligation on behalf of New Relic, Inc. 
(“New Relicˮ) to sell securities or deliver any product, material, code, functionality, or other feature. Any information provided hereby 
is proprietary to New Relic and may not be replicated or disclosed without New Relicʼs express written permission.

Such information may contain forward-looking statements within the meaning of federal securities laws. Any statement that is not a 
historical fact or refers to expectations, projections, future plans, objectives, estimates, goals, or other characterizations of future 
events is a forward-looking statement. These forward-looking statements can often be identified as such because the context of the 
statement will include words such as “believes,ˮ  “anticipates,ˮ  “expectsˮ or words of similar import.

Actual results may differ materially from those expressed in these forward-looking statements, which speak only as of the date 
hereof, and are subject to change at any time without notice. Existing and prospective investors, customers and other third parties 
transacting business with New Relic are cautioned not to place undue reliance on this forward-looking information. The achievement 
or success of the matters covered by such forward-looking statements are based on New Relicʼs current assumptions, expectations, 
and beliefs and are subject to substantial risks, uncertainties, assumptions, and changes in circumstances that may cause the actual 
results, performance, or achievements to differ materially from those expressed or implied in any forward-looking statement. Further 
information on factors that could affect such forward-looking statements is included in the filings New Relic makes with the SEC from 
time to time. Copies of these documents may be obtained by visiting New Relicʼs Investor Relations website at ir.newrelic.com or the 
SECʼs website at www.sec.gov.

New Relic assumes no obligation and does not intend to update these forward-looking statements, except as required by law. New 
Relic makes no warranties, expressed or implied, in this presentation or otherwise, with respect to the information provided.
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ゴール
• New Relic を使った可観測性の実現する方法を知る

• アプリケーションのエラーやパフォーマンス問題に対するアプローチ方法を知る

• サーバーからアプリケーションまでの統合的なパフォーマンス解析を理解する

ハンズオンセミナー :
アプリケーションとインフラ性能観測の基本

対象者

● New Relic の利用方法や UI 上での操作を体験されたい方

• すでに利用されている方・利用されていない方

ハンズオン環境の Web サイト (アプリケーション) に関して

• New Relic APM や Infrastructure から収集された情報を利用して

アプリケーションとホストのパフォーマンス分析 を体験

ハンズオン
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スケジュール (アジェンダ)
15:00 - 15:15 New Relic APM の紹介とハンズオン環境のご案内

15:15 - 15:40 ハンズオン  1 : アプリケーションパフォーマンスの測定

15:40 - 16:00 New Relic Infrastructure の紹介とハンズオン環境のご案内

16:00 - 16:30 ハンズオン  2 :アプリケーションパフォーマンスとホストパフォーマンス

16:30 - 16:45 ダッシュボード・アラートの 簡単なご紹介

16:45 - 17:00 まとめ、アンケートご記入
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システムの可観測性と
統合プラットフォーム



Errors Inbox
エラートラッキング  & 

モニタリング

Explorer
システムの健全性を可視化

Alert
柔軟なアラート通知

脆弱性管理
セキュリティインサイトの統合

CodeStream
開発ツール＆コラボレーション

Telemetry Data Platform
全てのデータを単一のセキュアなクラウドに
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Kubernetes & 
Pixie

インフラストラク
チャ

外形監視 ログ管理モデル
パフォーマンス

ネットワークAPMサーバーレス ブラウザ モバイル

Full Stack Monitoring

分散トレーシン
グ

New Relic プラットフォーム

インフラ セキュリティ DevOps ネットワーク クラウドWeb モバイル フルスタックバックエンド
データ

サイエンティスト SRE

全てのエンジニアに

Unified Observability Platform
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Eイベント Lログ TトレースMメトリック

収集されるデータ

集計可能なデータの粒
単一トランザクションを
構成するあらゆる要素

あらゆる処理の記録

例）
● 応答性能
● HTTPリクエスト数
● キュー深度

例）
● ビジネスロジック
● 外部 API 呼び出し
● DB へのクエリ

例）
● OS ログ
● アプリログ

特定のアクションの記録

例）
● 画面表示
● API 呼び出し
● ユーザー操作

オブザーバビリティに必要なテレメトリーデータ : MELT
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オブザーバビリティの実践

詳細を深堀り

ビジネス

売上
コンバージョン

アクセスユーザー数
etc.

システム

Infrastructure
Cloud

Network
etc.

ユーザー体験

Application
Browser

Mobile
etc.

可視化

収集＆関連付け

システムを構成するすべてのレイヤーの情報を収集し、
それらを関連づけて、表示される
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New Relic APM
-アプリケーションの可視化-
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未導入状態

エラー修正の開始 低速トランザクション
の発見と対処

New Relic による
日々の改善活動

New Relic と負荷
テストの統合

New Relic の標準
化とCD/CIへの組

み込み

会社全体で標準化

導入初期

安定性向上期

イノベーション期

12

New Relic の導入ステージ
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トラブルシューティングの迅速化

エラー率の増加

エラーの原因をNew Relic上で追求

エラーの増加を発見
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パフォーマンスの最適化

パフォーマンスの劣化を発見

ボトルネックとなっている場所をコー
ドレベルで解析

14
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イノベーションの促進

リリース前後のパフォーマンスを比較

マイクロサービス化されていても、依存関係を把
握しながら分析が可能

15



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved

スムーズな分析導線

Issues & activity

Service levels

Vulnerabilities

Change Tracking

Browser
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ハンズオン  1
アプリケーションパフォーマンスの観測
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ハンズオン  1 ~ 準備 ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

[準備 ]
New Relicにログインしてください。
https://login.newrelic.com/login?authentication_domain_id=f067d91a-d3bc-4dae-8f40-b59ca5626580&email
=japan-handson%2Bnru%40newrelic.com

ユーザー: japan-handson+nru@newrelic.com
パスワード：  oSz6nrupas
(オー、エス、ゼット、ロク、エヌ、アール、ユー、ピー、エー、エス )

※普段New Relicをお使いの方はセッションが残っている場合がありますのでプライベートブラウジングをお使いくださ
い。

• Chrome：シークレットウィンドウ

• Firefox：プライベートウィンドウ

• Edge：InPrivate ウィンドウ

• IE： New Relic の一部機能は  IE をサポートしていません。上記のいずれかのブラウザをご利用ください。
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ログイン後、自動的に  APM のメニューが表示されます。
以下のアプリケーション名  “EC-site” が見えればログイン成功です。

19

ハンズオン  1 ~ 準備 ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

ユーザー名は  “New Relic University Japan” 
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ログイン後、自動的に  APM のメニューが表示されます。
以下のアプリケーション名  “EC-site” が見えればログイン成功です。
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ハンズオン  1 ~ 準備 ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

ユーザー名は  “New Relic University Japan” 
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[アプリケーション概要 ]
このハンズオンでは、 PHP および MySQL により構築されたジェラート屋さんの  ECサイトを
モニタリング対象にしています。
http://ec2-3-113-215-132.ap-northeast-1.compute.amazonaws.com/ec-cube/index.php/

21

ハンズオン  1 ~ 準備 ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

http://ec2-3-113-215-132.ap-northeast-1.compute.amazonaws.com/ec-cube/index.php/
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All Entities または APM & Services から アプリケーション  ”EC-site” を選択し、
以下の 4つの内容に関して、アプリケーションの稼働状況を確認してください。

1. 時間の設定
- データの表示期間を、過去  24時間に設定してください。

2. パフォーマンスの確認
- トランザクション内で最も時間が費やされているのは  PHP, MySQL のうちどちらの処理レイヤーでしょう

か。
- 応答時間をヒストグラムで表示してください。

また、最も分布として多い応答時間はどのレンジでしょうか。

22

ハンズオン  1 ~ 課題内容  (1), (2) ~
アプリケーションパフォーマンスの観測
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APM > “EC-site” ページから下記のトランザクションに関する分析を行ってください。  
 

3. Transaction ごとの確認  
- “Transactions” メニューより  

- どの Transaction が最も遅いかを確認してください。  
- そのトランザクションが発行している SQL を確認してください。  

 
 
 

4. リリース前後のパフォーマンスを比較
- “Change Tracking” メニューより  

- 最新のリリースがいつ実施されたかを確認してください。  
- 最新のリリース前後のパフォーマンス比較をしてください。  

また、このリリースが原因と考えられるトラブルは発生しているかを確認してください。  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ハンズオン  1 ~ 課題内容  (3), (4) ~
アプリケーションパフォーマンスの観測
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手順・解説

アプリケーションパフォーマンスの観測

ハンズオン  1
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1. 時間の設定
データの表示期間を、過去  24時間に設定してください。

❶

❷

❸

( Summary ページ にて )
タイムピッカーにて [ 24 hours ] を選択します

25

ハンズオン  1 ~ 解答: (1) 表示時間の変更  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

30分範囲 → 24時間範囲に
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タイムピッカーは、各  UI で利用する共通の時刻表示の変更の仕組みです

26

ハンズオン  1 ~ 解答: (1) 表示時間の変更  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

いろいろな時刻範囲に変更し、各プリセットチャートの範囲が変わること
別メニューに遷移した際に、時刻範囲が保持されるのか、否かなども確認してみてください

Set custom では
任意の時刻範囲に設定することが
できます
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2. パフォーマンスの確認
トランザクション内で最も時間が費やされているのは  PHP, DB のどちらの処理レイヤーでしょうか。
応答時間をヒストグラムで表示してください。最も分布として多い応答時間はどのレンジでしょうか。

27

ハンズオン  1 ~ 解答: (2) トランザクション時間の確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

Summary 上部のウィジェット
Web transactions time を確認

処理レイヤー毎の積層グラフで、
レスポンスタイムが表示されます。

トランザクションのほとんどの時間が  
PHP の処理で、
DB (MySQL) はほぼ時間がかかっ
ていない 

クリックしてみましょう

マウスオーバーしてみましょう
( その時刻の情報が表示されます  )
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ハンズオン  1 ~ 解答: (2) トランザクション時間の確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

2. パフォーマンスの確認
トランザクション内で最も時間が費やされているのは  PHP, DB のどちらの処理レイヤーでしょうか。
応答時間をヒストグラムで表示してください。最も分布として多い応答時間はどのレンジでしょうか。

Summary 上部のウィジェット
Web transactions time にて

2つ目の histogram 表示に変更

最も分布が多いトランザクション時
刻は (この図では) 96~101 ms 

頂点付近にマウスオーバーすると
その時間の情報が表示

とても時間がかかっているトランザク
ションも存在している  !?
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ハンズオン  1 ~ 解答: (2) トランザクション時間の確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

Web transactions time ウィジェット

3 種類の表示形式で、他視点での確認が容易トランザクション時間の平均の時系列グラフ
average

トランザクション時間の中央値などの時系列グラフ
percentil

トランザクション時間の分布図

histogram

average
histogram

percentil
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ハンズオン  1 ~ 解答: (3) Transaction ごとの確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

3. Transaction ごとの確認
どの  Transaction が最も遅いかを確認してください。
そのトランザクションが発行している  SQL を確認してください。

Transactions ページに移動

Transaction type: “Action”

Sort by を “Slowest average response time” に変更

Top 20 transactions を確認
❶

❷
❸

❹

詳細を確認するには
該当トランザクションをクリック
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ハンズオン  1 ~ 解答: (3) Transaction ごとの確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

3. Transaction ごとの確認
どの  Transaction が最も遅いかを確認してください。
そのトランザクションが発行している  SQL を確認してください。

一番下 (Transaction traces) まで
スクロールダウン

Transaction details を選択
(デフォルト)

Transaction traces にて
個別のトランザクションを確認
(時刻、所要時間 )

さらに詳細を確認
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ハンズオン  1 ~ 解答: (3) Transaction ごとの確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

3. Transaction ごとの確認
どの Transaction が最も遅いかを確認してください。
そのトランザクションが発行している  SQL を確認してください。

Transaction details では
- Time consumed by 

segment (ms)
(Latency)

- Trace timeline

- Transaction trace

で、トレースを確認
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ハンズオン  1 ~ 解答: (3) Transaction ごとの確認  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

3. Transaction ごとの確認
どの Transaction が最も遅いかを確認してください。
そのトランザクションが発行している  SQL を確認してください。

“Database queries” にて、発行された  SQL を確認

クリックするとさらに詳細
な情報を確認いただけま
す

センシティブな情報は難
読化されて表示
(obfuscated, raw, off を切り
替えられます)

33
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ハンズオン  1 ~ 解答: (4) リリース前後のパフォーマンス比較  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

4. リリース前後のパフォーマンスを比較
最新のリリースがいつ実施されたかを確認してください。
最新のリリース前後のパフォーマンス比較をしてください。
また、このリリースが原因と考えられるトラブルは発生しているかを確認してください。

Change tracking ページに移動

(タイムピッカーを  7日前にすると、
複数のデプロイが表示 )

最も新しいリリースの時刻を確認

❶

❷

❸

34

対象のリリースをクリックで、選択する
と、デプロイ前後のパフォーマンスやエ
ラー情報が確認できます
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ハンズオン  1 ~ 解答: (4) リリース前後のパフォーマンス比較  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

4. リリース前後のパフォーマンスを比較
最新のリリースがいつ実施されたかを確認してください。
最新のリリース前後のパフォーマンス比較をしてください。
また、このリリースが原因と考えられるトラブルは発生しているかを確認してください。

35

Key impacts
.. リリース後のエラーやアラートの発生状況

Web transaction impacts
.. リリース前後での  Transaction の傾向の変化を確認

Performance indicators
.. リリース前後でのパフォーマンスの時系列データ

対象のリリース前後での傾向の変化を可視化

このリリースによって、傾向が変わった項目やエ
ラーの発生などの有無を確認
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ハンズオン  1 ~ 解答: (4) リリース前後のパフォーマンス比較  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

4. リリース前後のパフォーマンスを比較
最新のリリースがいつ実施されたかを確認してください。
最新のリリース前後のパフォーマンス比較をしてください。
また、このリリースが原因と考えられるトラブルは発生しているかを確認してください。

36

表示時刻の範囲を変えて
より長期的/短期的な情報で傾向を確認

タイムピッカーで表示時刻を
24時間前 から 3日前 に変更
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ハンズオン  1 ~ 解答: (4) リリース前後のパフォーマンス比較  ~
アプリケーションパフォーマンスの観測

37

※デプロイの記録には  NerdGraph API (GraphQL)、CI/CD Integration、CLI のいずれかを利用します。

デプロイ時に明示的に  New Relic にデータを送信する必要があります。

mutation {
  changeTrackingCreateDeployment(
    deployment: { version: "0.0.1", entityGuid: "INSERT_YOUR_GUID" }
  ) {
    deploymentId
    entityGuid
  }
}

Apps > NerdGraph API Explorer よりアクセス

※ デプロイの記録の発行は、お控えください

NerdGraph API でのクエリ例
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APMエージェントは各種言語のフレームワークに対して Installを行います。
ここでは オンホストで稼働する  PHP への導入例とします。

「Integrations & Agents」をクリック後、PHP を選択します。

補足: APM Agent Install

38
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次にインストール方法を選択します。

各環境に従って選択します、ここれはオンホスト  (package manager) を選択します。

補足: APM Agent Install

39
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並行して、稼働ホストにログインし、 UI で表示される  yum コマンドなどを実行し、インストールします。

基本的には  UI に表示される入力内容に従って、作業を進めていきます。

補足: APM Agent Install

40

UI では

NewRelic 用のライセンスキーやアプリ名などを
入力し、

それらの値が入った  config が作成されます。

UI で選択した内容に従って

Linux コマンドが表示されるので、

パッケージインストール、

config の配置、

サービスの再起動などを行い、

インストールします。
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ホスト OS を選択し、

表示されたパッケージインストールコマ
ンドで、

newrelic エージェントのインストールを
行う

補足: APM Agent Install

41
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APM agent Config の編集

UI で アプリ名を入力し

newrelic.ini コンフィグに

そのアプリ名を反映させる

(sed コマンド実行)

補足: APM Agent Install

42
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アプリが利用している  Web サーバを再起動させると、

(PHP) APM エージェントと合わせて、 Web アプリが稼働するようになります。

補足: APM Agent Install

43

アプリにアクセス  (トランザクション ) が行われると、NewRelic にその情報が送信されます。

利用言語やフレームワークによって、導入方法は違いますので、詳細はドキュメントを確認ください。
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New Relic APM インストール手順

44

New Relic ファーストステップガイド（導入
資料集）

補足: APM Agent Install (参考資料 )

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/firststepguide-apm
https://blog.newrelic.co.jp/new-relic-basics/new-relic-faststep-guide/
https://blog.newrelic.co.jp/new-relic-basics/new-relic-faststep-guide/
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New Relic Infrastructure
- アプリケーションとホストのパフォーマンス  -



Errors Inbox
エラートラッキング  & 

モニタリング

Explorer
システムの健全性を可視化

AIOps
AIによるワークフロー

脆弱性管理
セキュリティインサイトの統合

CodeStream
開発ツール＆コラボレーション

Telemetry Data Platform
全てのデータを単一のセキュアなクラウドに
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Kubernetes & 
Pixie

インフラストラク
チャ

外形監視 ログ管理モデル
パフォーマンス

ネットワークAPMサーバーレス ブラウザ モバイル

Full Stack Monitoring

分散トレーシン
グ

New Relic プラットフォーム

インフラ セキュリティ DevOps ネットワーク クラウドWeb モバイル フルスタックバックエンド
データ

サイエンティスト SRE

全てのエンジニアに

Unified Observability Platform
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導入方法: インフラエージェントとクラウド連携

[エージェント ]
対象: OS、Kubernetes

OS または Kubernetes クラスタにエージェントを
導入し、各種メトリックを取得

[クラウド連携 ]
対象: クラウドのマネージドサービス  

クラウドと New Relic の間に信頼関係を構成し、クラ
ウドから各種メトリックを取得

Agent
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ミドルウェアとの連携: On Host Integration

Infrastructure エージェントの追加モジュールと
して提供されており、ミドルウェアの
メトリックを取得可能

48
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カスタムメイドなデータを取り込み: Flex

integrations:
 - name: nri-flex
   config:
     name: linuxFileSize
     apis:
      - name: linuxFileSize
        commands:
          - run: stat -c '%n;%s' /etc/*conf
            split: horizontal
            set_header: [fileName,fileSizeBytes]
            regex_match: false
            split_by: ";"

Infrastructureエージェントに内包されている Flex
を利用することで、カスタムのデータを New 
Relicに送信できる
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OS 構成情報管理: Inventory

Infrastructureエージェントを導入する事で、
OS の構成情報を収集することができる
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クラウドネイティブ環境に最適化されたUI

Kubernetes クラスタの可視化

AWSマネージドサービスのパフォーマンス
(EBSの例)

51
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アプリケーションとインフラの相関関係も簡単に把握

Infrastructure の上でホストしている
アプリケーションの状態も同時に表示

K8s の Pod を選択するとその  Pod 内で動いてい
るアプリケーションの状態を表示

52
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アプリケーションでフィルターをかけることで
対象のインフラリソースを絞り込む

アプリケーションでフィルターをかけることで
対象のインフラリソースを絞り込む

アプリケーションとインフラの相関関係も簡単に把握
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インフラリソースの調査をしながら
アプリケーションの変更を把握

アプリケーションを調査しながら
インフラリソースの変化を把握

アプリケーションとインフラの相関関係も簡単に把握
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ハンズオン  2
アプリケーションとホストパフォーマンス
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ハンズオン 2 ~ 課題内容  (1), (2), (3) ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

ホスト ( ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal ) について以下の情報を調べてください。

1. ホスト情報の確認

ホストの OS 種別を確認してください。

2. パフォーマンス情報の確認
過去  24時間のうちで、一番  CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの  MySQL コネクション数を確認してください。

3. Log を検索
　ホストから出力されたログを検索してください

56
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手順・解説

アプリケーションとホストパフォーマンス

ハンズオン  2
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1. Hosts の [Filter] を選択し、
2. ホスト名横の  [>] をクリック

ホスト情報を展開します。

OS: Linux
Distribution: Amazon Linux 2

が確認できます。

58

ハンズオン 2 ~ 解答: (1) ホスト情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

1. ホスト情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストの  OS 種別を確認してください。

Infrastructure > Hosts ページに移動

①

②

[Summary] のホスト名をクリックす
ると、選択ホストの詳細ページに遷
移します
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上部の Metadata からも

Operating System: linux
Linux Distribution:  Amazon Linux 2

が確認できます 59

ハンズオン 2 ~ 解答: (1) ホスト情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

1. ホスト情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストの  OS 種別を確認してください。

Infrastructure > Hosts > 選択ホストページ Tags ではホストに紐づいた
タグデータの一覧を確認できます
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ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番  CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Hosts ページ
Summary から対象ホストを選択

タイムピッカーで
[24 hours] に変更
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CPU usage (%)
ウィジェットにて

マウスオーバーで
値が表示されるので、
一番高い山を探して
その日時を確認します。

ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番  CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Hosts > 対象ホスト ページ (時間: 24時間前)

Summary ページでは
CPU 使用率以外にも
さまざまなリソースが確認でき
ます
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ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番 CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Hosts > 対象ホスト ページから  Dependencies に遷移

このホストと関連するアプリケーションが表示される
クリックすると、右カラムに詳細情報が表示される

[Details] を押すと APM の
画面に遷移してアプリケー
ションの分析を行うことがで
きます。
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ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番 CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの  MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Thirdｰparty services > MySQL dashboard
を選択し、MySQLの情報を確認します。

❶

❷

❸

MySQL の情報はオンホストインテグレーションにて
デフォルトのインフラエージェントに追加して、収集しています
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ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番 CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの  MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Thirdｰparty services > MySQL dashboard

filter メニューにて、

hostname = 
ip-172-31-26-144.ap-northeast-
1.compute.internal

[Apply]

とすることで、対象を絞ることがで
きます

(ここでは 1つしか表示されていないため
あまり意味はありませんが)
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ハンズオン 2 ~ 解答: (2) パフォーマンス情報の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

2. パフォーマンス情報の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
過去 24時間のうちで、一番 CPU 負荷が高かったのはいつですか。
このホストで動いているアプリケーションを確認してください。
そのタイミングの  MySQL コネクション数を確認してください。

Infrastructure > Thirdｰparty services > MySQL dashboard (filter: hostname = ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal)

[24 hours] であることを確認

Max Connections, by node 
を確認することで、CPU負荷
が高かったタイミングでのコ
ネクション数を確認することが
できます。
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66

ハンズオン 2 ~ 解答: (3) Log の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

3. Log の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストから出力されたログを検索してください

各インスタンスのログが集約されて表示されます。  
テキストボックスから検索が可能です。Logs > All logs ページ
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67

ハンズオン 2 ~ 解答: (3) Log の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

3. Log の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストから出力されたログを検索してください

Logs > All logs ページ

hostname:"ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal" を入力し、Enter①

②

Add column を押下し 
hostnameを入力して選択

タイムピッカーで表示時刻を調整
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Infrastructure > Hosts にて Summary の対象ホスト
3点リーダー  > View logsからも同様の抽出が可能です

ハンズオン 2 ~ 解答: (3) Log の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

3. Log の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストから出力されたログを検索してください
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ハンズオン 2 ~ 解答: (3) Log の確認  ~
アプリケーションとホストパフォーマンス

3. Log の確認  ( 対象ホスト: ip-172-31-26-144.ap-northeast-1.compute.internal )
ホストから出力されたログを検索してください

Infrastructure > Hosts > 対象ホスト ページから  Logs でも、同様に同ホストの関連ログを確認できます
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ダッシュボード・アラート

- 収集したデータの活用  -
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ダッシュボード機能

71
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ダッシュボードを活用する場面

• 複数アプリケーションやアプリケーションとインフラのメトリックの相関関係など、様々なソースからの
データを一つの画面で把握したい場合 (データの選択と集約 )

• チームで定めたKPIに対する実測値を把握したい場合 (データの加工 )

• 集めたデータを目で見てわかりやすい形式で表示したい場合 (データのビジュアライズ )

• New Relicアカウントを横断的に表示する場合

72
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① データの選択と集約

デフォルトの画面で表示されているグラフをダッシュボードに追加することで、見たい情報のみを簡単に集
約することが可能

”Add to a dashboard”を押すだけ！

73
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② データの加工

74

• Query Your Data では、実データを見ながらメトリクスや集計方法を選択して分析ができます

• ここで表示したグラフをそのままダッシュボードに追加することができます

見たいデータを左メニューで選択すると、グラフが表示されます

②
①

③



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved

②データの加工  (続き)

応用編: 自分でクエリを書いて、見たい情報をチャートに表現
• NRQLという独自の言語を使用
• チャートビルダーよりも柔軟なデータ加工が可能

SELECT function(attribute) [AS 'label'][, ...] 
 FROM event
 [WHERE attribute [comparison] [AND|OR ...]][AS 'label'][, ...]
 [FACET attribute | function(attribute)] [LIMIT number]
 [SINCE time] [UNTIL time]
 [WITH TIMEZONE timezone]
 [COMPARE WITH time]
 [TIMESERIES time]

参考:  https://docs.newrelic.com/docs/query-data/nrql-new-relic-query-language/getting-started/introduction-nrql

NRQL構文

75

https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#state-select
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#functions
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-as
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-from
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-where
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-facet
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-limit
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-since
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-until
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-timezone
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-compare
https://docs.newrelic.com/docs/insights/new-relic-insights/using-new-relic-query-language/nrql-reference#sel-timeseries
https://docs.newrelic.com/docs/query-data/nrql-new-relic-query-language/getting-started/introduction-nrql
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② データの加工  (続き)

76

①

② NRQLクエリを記述

④

③
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Event 名について

データ(Event) は種類に応じた Event 名が割り振られています
一例 (他にも多数あります):

データソース Event 名 データの種類

APM  Transaction  トランザクションの所要時間を記録

TransactionError  アプリで発生したエラーを記録

Infrastructure 
(エージェント) 

SystemSample  OS全体のメトリックを記録

StorageSample  ファイルシステムごとのメトリックを記録

Infrastructure 
(クラウド連携) 

ComputeSample  計算リソースを提供するサービスのメトリックを記録
(AWS EC2等) 

DatastoreSample  ストレージキャパシティを提供するサービスのメトリッ
クを記録(AWS S3等) 参考:

https://docs.newrelic.co.jp/docs/insights/insights-data-sources/default-data/insights-default-data-other-new-relic-products
77

https://docs.newrelic.co.jp/docs/insights/insights-data-sources/default-data/insights-default-data-other-new-relic-products
https://docs.newrelic.co.jp/docs/insights/insights-data-sources/default-data/insights-default-data-other-new-relic-products
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③ データのビジュアライズ

加工したデータを様々なチャートタイプで表示

78
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アラート機能

Event データを使ってしきい値 (動的/静的) を設定し、アラートを発報するこ
とが可能

79
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アラートの通知と確認

メールや Slack, モバイルアプリ等で
アラートを受信
(下は Slack の例)

アラートの詳細や、関連するインシデント
を New Relic 上で確認

同時に変化のあったメトリックを
表示

80
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ハンズオン 3 (オプション )
アラート設定とアラートの確認

本ハンズオンはオプションとなります。

解説スライドは添付いたしますが講師からの解
説はございませんので、ご了承ください。
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[事前準備 ]
ハンズオン(1)と同じユーザーでNew Relicにログインします。
画面左側の  [Dashboards] をクリックします。

82

ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 課題準備  ~
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1. ダッシュボードの作成
Dashboards メニューを選択し、右上の  ”Create a dashboard” を押下して新しいダッシュボードを
作成してください。
ダッシュボード名にはご自身のお名前を入れてください  (日本語可)。
例：NRU301-dashboard-hogehogetaro

2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

3. 新規チャートの追加
自分のダッシュボードを表示し、右上の  ”Add Widget” から ”Add a chart” を作成して、任意の
チャートを追加します。

サンプルクエリ：
SELECT count(*) FROM Transaction WHERE appName = 'EC-site' AND response.statusCode = 200 FACET host TIMESERIES
SELECT percentile(largestContentfulPaint,95) FROM PageViewTiming WHERE appName = 'EC-site'
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 課題内容  ~
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ハンズオン 3: アラート  ~ 課題内容  ~

4. アラートの確認
Alerts を開き、直近で発生したアラート（ Issue）を確認します。

5. 通知設定の作成
[Alert Policies] を開き、新しいAlert Policyを作成します。
Issue作成設定は  [One issue per policy] としてください。
新たに Workflow を設定して、ご自身のメールアドレス宛の通知設定を追加してください。
※ Policy や Workflow の名前はダッシュボード同様、ご自身の物とわかる名前を付けてください（日本語可）

6. ベースラインアラート
[Alert Policies] で自分で作成した  Policy を選択し、[Add condition] からアラート条件の設定画面を
開いて、[APM] および [Application metric baseline] を選択して、ベースラインアラートの感度設定を
確認しましょう。
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手順・解説

アラート設定とアラートの確認

ハンズオン 3 (オプション )
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (1) ~

1. ダッシュボードの作成
New Relic の ”Dashboards” メニューを選択し、右上の  ”Create a dashboard” を押して新しいダッ
シュボードを作成してください。

86
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1. ダッシュボードの作成
[Browse pre-built dashboards] ではプリセットの  Dashboard を展開することができます。
今回は [Create a new dashboard] で Dashboard を自作します。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (1) ~
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1. ダッシュボードの作成
ダッシュボード名にはご自身のお名前など、他の参加者と取り違え無い文言を入れてください (日
本語可)。
パーミッションの選択メニューでは ”Edit - everyone in account”を選択します。
[Create] をクリックすると空のダッシュボードが作成されます。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (1) ~
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2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面、およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

APM > EC-site をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (1) ~
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2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面、およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

任意のグラフで  […] をクリックし
[Add to dashboard] を クリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (2) ~
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2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面 およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

チャートに名前を付け、
自分のダッシュボードを検索して  [Copy to 
dashboard]  をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (2) ~
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2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面 およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

ホスト名をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (2) ~
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2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面 およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。

任意のグラフで […]をクリックし
[Add to dashboard]をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (2) ~
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チャートに名前を付け、自分のダッシュ
ボードを検索して [Copy to dashboard]  
をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (2) ~

2. 既存チャートの追加
ハンズオン  1 で確認した  EC-site の APM の画面 およびハンズオン  2 で確認した Infrastructure 
の画面からそれぞれ 1つずつ任意のチャートを、自分のダッシュボードに追加してください。
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3. 新規チャートの追加
自分のダッシュボードを表示し、 Create Chart から Chart を作成して追加します。

Dashboards > 自分のダッシュボード名
をクリックします。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (3) ~
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3. 新規チャートの追加
自分のダッシュボードを表示し、 [Add to your dashboard] から Chart を作成して追加します。

ダッシュボードを開き  [+Add Widget]ボ
タンをクリックします。
[Add a chart] を選択してチャートを作成
します。
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ハンズオン 3: ダッシュボード  ~ 解答 (3) ~
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参考：Instant Observability

Browse pre-built dashboards を選択することで、 New Relicの知見に基づいたDashboardを一瞬で作成

することができます。

97



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved

4. アラートの確認
Alerts を開き過去のインシデントを確認します。
Alerts > Issues & activity を開きます。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (4) ~
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4. アラートの確認
Alerts を開き過去のインシデントを確認します。

[Incidents] を開きインシデントを確認します。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (4) ~
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4. アラートの確認
Alerts を開き過去のインシデントを確認します。

New Relic Alerts ではインシデントを検知し
た際に
自動的に関連がありそうな情報を Root 
cause analysis として表示します。
※出ない場合もあります。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (4) ~
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5. 通知設定の作成
Alerts > Alert Policies を開き [New alert policy] をクリックします。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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5. 通知設定の作成
Policy name にわかり易い名前を入力し、 [One issue per policy]を選択後、
[Set up notifications]ボタンをクリックして、 Alert Policyを作成します。

102

他の参加者と名前がぶつからないよう
に自分のポリシーとわかる名前 で作成し
てください。

ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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5. 通知設定の作成
Email をクリック後、 [Email destination] の検索欄をクリックし  [Create new destination]
をクリックします。
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①

②

ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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5. 通知設定の作成
Add email をクリック後、検索欄にご自身のメールアドレスを入力し  [External address] として表示
されたご自身のメールアドレスをクリックして登録し、 [Name] 欄に名前を記入後、 Save 
destination をクリックします。
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③

④

ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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5. 通知設定の作成
後から通知設定の確認や変更を行うには、 [Notification settings]タブを選択します。
Workflow 名をクリックすると、通知内容や通知先の編集ができます。
通知先が未設定の場合には [Create workflow]ボタンをクリックします。
（事前に Alert conditions を1つ以上作成しておく必要があります）
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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5. 通知設定の作成（オプション）
Slack のユーザー認証を行うと、 Slack の任意のチャンネルへの通知を設定できます。
※プライベートチャンネルへ通知を行うには、対象チャンネルに New RelicアプリのIntegration設
定が必要です。
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https://newrelic.slack.com/apps/AP92KQJS3-new-relic?tab=more_info
https://docs.newrelic.com/docs/alerts-applied-intelligence/notifications/notification-integrations/#slack

ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (5) ~
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6. ベースラインアラート
[Alert Policies] から、作成した  Alert Policy を開きます。
[Alert conditions] タブを選択し、 [Create a condition] ボタンをクリックします。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (6) ~
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6. ベースラインアラート
[Use guided mode] を選択して、ベースラインアラートの感度設定を確認しましょう。
APM を選択し Next をクリック
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (6) ~
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6. ベースラインアラート
アプリケーションを選択し、評価対象とするメトリクスを選択し  Next
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (6) ~
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6. ベースラインアラート
Anomaly を選択後、スライダを左右に動かす事でベースラインの広さが変化します。
実際のグラフを見ながらどの程度の外れた場合に通知が必要なのかを検討してください。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (6) ~
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6. ベースラインアラート
ベースラインアラートを利用することで、あらかじめ閾値を決められない未知の障害兆候に対し
て、普段の挙動とは異なる変動を検知し、潜在的な障害の可能性に対して未然に対処することが
可能となります。
これまでの固定された閾値による監視とベースライン監視を組み合わせて、サービスが止まる前
に対処が出来る運用が可能となります。
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ハンズオン 3: アラート  ~ 解答 (6) ~
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まとめ
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まとめ
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• New Relic APM を利用したアプリケーションパフォーマンスの観測 を体験

• New Relic Infrastructure を利用したアプリケーションとホストのパフォーマン

ス分析を体験

• New Relic ダッシュボードおよびアラートについては以下のハンズオントレーニン

グで詳しく解説いたします

– NRU302 - ダッシュボード開発と NRQL の基本

– NRU304 - アラート設計の基本と活用
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NRU GUIDE
NRU301
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New Relic University
https://newrelic.com/jp/learn
New Relic について基本から応用まで学べるコンテンツです

https://newrelic.com/jp/learn
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New Relic やオブザーバビリティに

関する基礎知識を座学にて学習

New Relic に含まれる3つの主要機

能に含まれる54の機能群を動画で説

明

New Relic を実際に操作し、主要機能

を利用できる状態にするためのトレー

ニング

New Relic へのサインアップやエー

ジェントインストールの方法などのガ

イドを提供

Install NRU 100 NRU 200 NRU 300/400

New Relic を使い始める Observability/New Relic を

知る

New Relic の主要機能を学ぶ New Relic の使い方を体感する

Exam

資格を得る

New Relic University 全体像

New Relicの知識を有していることを

証明するための試験、合格すると資

格バッジを授与

NRU Practitioner オブザーバビリティ入門 

NRU 101 New Relic 入門

NRU 201 Telemetry Data Platform

NRU 202 Full Stack Observability 

NRU 203 Applied Intelligence 

NRU 301 アプリケーションとインフラ性能観測

の基本

NRU 302 ダッシュボード開発とNRQLの基本 

NRU 303 SLI/SLO設計の基本 

NRU 304 アラート設計の基本と活用

NRU 401 IDEと連携し、問題解決を加速する

New Relic活用の実践

フルスタックオブザーバビリティ認定試験APM / Browser  / Infrastructure / Logs 
/ Mobile (iOS/Android) / AWS統合 / 
Azure統合 / GCP統合 インストール手順

▶サインアップ方法

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-re
lic/create-new-account

▶インストールガイド

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-re
lic/new-relic-faststep-guide 

▶オンデマンドセミナー

https://newrelic.com/jp/resources/pres
entations/nru-practitioner2022

https://newrelic.com/jp/resources/pres
entations/nru101-2022

▶主要機能解説動画

https://newrelic.com/jp/learn

▶開催スケジュール

https://newrelic.com/jp/events 

▶受験サイト

https://learn.newrelic.com/full-stack-o
bservability-exam-jp

New Relicの基礎から応用までを学べ、認定資格も取得できるセルフラーニングコンテンツです

お
知

ら
せ

本セッションはこちら

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/events
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp


© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

2024年1012月期開催のハンズオンセミナー

117

2024年10月9日（水）15001700
NRU301 - アプリケーションとインフラ性能観測の基本

2024年10月23日（水）15001700
NRU302 - ダッシュボード開発と NRQLの基本

2024年11月6日（水）15001700
NRU303  SLI/SLO 設計の基本

2024年11月20日（水）15001700
NRU304 - アラート設計の基本と活用

2024年12月11日(水) 15001700
NRU401  IDEと連携し、問題解決を加速する New Relic活用の実践

こちらからも一覧でご覧いただけます！

[開催形式]
全てZoomによるウェビナー
(参加費無料)

https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&date%5Bmin%5D=&date%5Bmax%5D=&type=workshop&search=&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
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Observabilityのスペシャリストを目指せ！

Full Stack Observability Practitioner認定試験

【この認定試験を通じて身につくスキル】
● Observabilityの実現のためにNew Relicが取得するデータの理解と、目的に応

じたデータ分析やアラート設定
● バックエンドおよびフロントエンドの問題発見とトラブルシューティング

【認定試験に向けた準備】
● New Relicの基本的な操作経験
● ラーニングパスに沿った学習

【合格者特典】
● デジタル認定証とバッジ
● 合格者限定ノベルティの送付  
⭐今だけ認定者限定デザイン Tシャツ！

認定試験受験
サイトは こちら

● 受験料: 無料
● 試験の言語 : 日本語
● 受験形態 : オンライン (い

つでも受験可能 )

？
※限定デザイン

https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
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認定資格取得までのラーニングパス(出題範囲別)
認定試験の
出題範囲

APM

Infrastructure

フロントエンド

データ分析

アラート

NRU301
ハンズオントレーニング : 

アプリケーションとインフラ性
能観測の基本

NRU302
ハンズオントレーニング : ダッ

シュボード開発と NRQLの基本

NRU304
ハンズオントレーニング :

 アラート設計の基本と活用

New Relic 
Full Stack 

Observability 
Practitioner 

認定試験対策講
座

いざ受験！

NRU201
フロントエンド機能  

NRU201
バックエンド機能  

NRU201
データ分析 (NRQL) 

NRU201
アラート  

本セッションはこちら

https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&type=workshop&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/frontend
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/backend
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/data-analysis
https://newrelic.com/jp/learn/nru201/alert
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近日開催の資格取得向けセミナー

New Relic Full Stack Observability Practitioner 認定試験対策講座
開催日程：2024年12月18日（水）15:00-17:00
開催形態：Zoomを使用したオンラインの座学形式
参加費：無料
▼お申し込みはこちらから
https://newrelic.com/jp/events/2024-12-18/fso-exam

認定試験の合格に向けた最短の道になります！

https://newrelic.com/jp/events/2024-12-18/fso-exam
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New Relic を知る

お客様事例紹介

お客様事例講演
※作成中

New Relic
セミナー

機能アップデート

New Relic
ブログ

NRU
New Relic 
University

NRUG
(ユーザー
グループ )

Docs
オンラインマ

ニュアル

コミュニティサイト(Explorers Hub)
※既存投稿は英語ですが、日本語の投稿も可能

New Relic 
実践入門

(書籍)

YouTube Channel

経験者向け

初めての方向け

機能理解
ラーニング

ユースケース
実践的な情報

日本語で提供 英語でのみ提供

個別ご活用
支援

※ご契約状況によって
ご提供できる内容が異

なります

New Relic Status
ページ

その他下記にマッピングされない情報提供

テクニカル
サポート
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https://newrelic.com/jp/customers
https://newrelic.com/jp/events
https://newrelic.com/jp/events
https://newrelic.com/jp/blog/nerdlog/new-relic-update
https://newrelic.com/jp/blog
https://newrelic.com/jp/blog
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/learn
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://docs.newrelic.com/jp/
https://docs.newrelic.com/jp/
https://docs.newrelic.com/jp/
https://forum.newrelic.com/s/
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.youtube.com/channel/UCEzfm-p8t6ZkMUr-zuL4hJw
https://status.newrelic.com/
https://status.newrelic.com/


© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

お知らせ
NRU301
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● 全機能が無料で使い放題  (1名)！

● 転送データが 100GB/月まで無料！

● 必要事項記入ですぐに利用開始！

● クレジットカード記入不要！

● 利用期限なし！

● 抽選でTシャツがプレゼント！
※ New Relic フリープランで始めるオブザーバビリティ！

🔗 newrelic.com/jp/sign-up-japan

お
知

ら
せNew Relic サインアップのご案内

応募ステップは下記①と②だけ！

①　New Relic 無料サインアップ（Link）

②　New Relic Tシャツ応募フォーム（Link ）

https://qiita.com/ktst79/items/5ee74b34e6adb8a7a6fa
https://newrelic.com/jp/sign-up-japan
https://bit.ly/3pdCGEM
https://bit.ly/3PkOb7U
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NRUG
ぬるぐで学ぶ

New Relic User Group

New Relic ユーザーが集い、実践事例

や最新機能紹介などを実施。初心者支

部や SRE 支部などが形成されており、エ

ンジニア同士でのネットワーキングや信

頼性の高い情報交換が可能。

NRUG 本部

NRUG SRE支部

NRUG 沖縄支部NRUG 沖縄

New!!
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https://nrug.connpass.com/
https://nrug-sre.connpass.com/
https://nrug-okinawa.connpass.com/
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Thank you.

以上、お疲れさまでした 

ご質問があればチャットにご記入ください 

アンケートにご協力お願いいたします 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Thank you.

以上、お疲れさまでした 

ご質問があればチャットにご記入ください 

アンケートにご協力お願いいたします 


